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外国産マツ属の虫容に関する研究

お8報 マツバノタマパエの加審につい

ï~î Y年東洲

Studies on the Insect Damage upon the exotic Pine-species 

introdl1ced in Japan 

(No.8) Fl1rther Report on Japanese Pine Needle Gal1 Midge， 

Thecodかlosisy'aponensis Uchida et Inol1ye 

Tooshil1 FURUNO 

要 旨

オミ報僚には，マツバノタマパエのマツ蹄に対する力11容を綿資した前i殺を確認し，新しい加留醗
喜子調査し， さらに被留針誕の越さ，虫艇の大きさ，出掛113幼虫数について調設した結栄がまとめ

られている。

1.マツバノタマパヱのE.反戦が認められたマツ鰐 16脆は，P. radiata奇除き， Cl'itchfield & 

Littleがマツ鴎守分類した Sylvestresi服部に含まれ， マツパノタマパエのマツ腐への窃伯とマ

ツ鵜の感受性が，マツ J認の分類と一致していることが判明した。これは Shawゃ石井の分実質に

おいても問機である。

2. P. thunbergiiぞ雌性親とした 5Fl雑種一-P.fff性親は P.massoniωla， P. t日b1uaef O1'mis， 

P. luchue制 is，P. taiw側 ensis，P. khas仰一一ーはいずれもマツパノタマパスの力rl援をうけ，とくに，
P. tl凶作bel'giix P. massonia党時 (F1)，P. tlwnbe1'gi'i x P. tabulaeformis (F1)， P. thu匁bel'giix
P. khasya (F1) では，両親より誠容が激しかった。

3. マツバノタマパエの出棋は 2針諜の各積のみならず P.抑制anensis，P. khas抑，P. 

th1ωbel'gii x P. khas抑 (l!¥)， P. l'沼w自似adi匂日t拘品 の3針針.]粥誕iにこも?形陛j成潟されてい1た'工ニ

4. マツバノタマパヱのm~嬰が形成された針撚は，いずれも紙被詩書l'取より矧く，平均して正

常裂の35"-'45%の長怠のものが多かった。正常rr~の仰い P. syl開stl・isや P.mU{foでは，被持sil‘

:熔も約70%の長おで，]E常誕と大きな援はなかったが， とくに針誕の長い P.11w!wensisゃ P.

y1ennanensぬでは，その30%も伸長していなかった。

5.虫蝦内の幼虫は，P. thunberg'iixP. khasya (F1)の2針拡に作られたj災担で， 1役大2511JIが

数えられたが，部Cと!こ平均すると，P. s勾ylωり仰ve:ι‘s凶g
(伊pれ1ρ)の2針針.謎の9.8顕がf殻設多で 3---5班(が多かった。

6. 虫法lの大きさには，稲によりいくらかがみられ政機が大きいほど，幼虫が多く生息し

ている傾向がみられた。
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まえがき

マツバノタ γパエ (l'hecodiplosisjaponensis Uehid乱 etIllouye)は，アカマツ，クロマツ全力fI

し， f浪られた地域で発生していたが，次第に発住地域を拡l，f，広島jjEL下での大発が縫;器され

るなど，各地で自立つようになってきたヘ加えて， 1::1本lこ導入されている P.l'esinosa， P. mω-

80ni日間など数磁の外悶践マツ舎も力11脅することが確認され7子。その後，報者らおによるマツ尉

の観察の純泉，マツバノタマパスの窃住，加!容により針2誌にEEt1胞が形成会れるのは， 01'・itehfield

& Little4l がマツ胤を分類した Sylvestres服部に合まれる樹であることが， ほほ切らかになっ

7ニ。
著者らおはすでに， 1975"-'1977年に京都大学践学部附縄蹴溜林上賀茂，白浜，徳01のお誠験地

l乙予ぎてられているマツ臓について，マツバノタマパエの加皆状況号制強，報告したが，その後の

観察により， ilil!寺米確認または線被容であったマツ腕4;躍と 4F1雑砲に， マツバノタマパエに
よる虫娘形成が礎認されたので，1.斑矢11の各脂の?必殺をもT1j{i臨認し，被怒iIi!‘2誌の状況について純資

した。

本調査に御協力いただいた上賀茂， I~浜の岡鉱験地の職員 lこ深謝数します。

調査地の概祝および綿査対象マツ属

flJld1託地は， J誌都市北IZ上:f5fll埼にある上演茂試畿地および和歌山県1~ll民11fTにある r~1 探鉱験士山であ

る。謝霊祭マツ摘は，時j試験地とも 1[，見本林，災験林として， 1952年以後順次鮪税宵でられてい

るものおよび土賀茂鵠験地の前知11ζ無床斡で槌えられたままのものである。おらに， J二賀茂試験

地で， 3ど附により創出され予言.てられている民総額についても話!殺された。

制資マツ臓は前報3)の各部lζ加えて，以下の各部である。

P. hw品ngsh品川nsis: 1979年部積， 19841:1~椴殺で，上賀茂試験地lζ見本樹として育てられてい

る。樹高1.5"-2. Omの幼齢水で、みる。

P. y1ln湖沼ensis: 1979年4月播積，上質演説験地のi!r'i舶に 1本生得レ， 樹高約2.0m，幹は地

i然から 3本iζ分かれて株立ちしている。

P. mel'k1/'sI'I : (:=j浜誠験地に，胸i海経18.4ω1，樹i向6.1mで1本1":11生7ぎしている。

P. pinιster : nU報でiU，'ij資した見本林のほかに，新しく部対111こ植えられていた樹商1.3 "-2. Om 
の12本の幼齢木である。

P. thu匁bel'giix P. taoul日efo1'1nis(1九): 197711: '1 n xiNJ， 1979"1: 4月播艇で，樹同2.8"-3.5m， 
前期!こ生育している。

，P. thu叫M・giixP. khasya a，) : 197MI: 4月交配， 1979ir: 4月播蔀で，能力Ilおよび央験林で':1:
樹高は1.2"-2. 3mであるO

P. thunoel'giix P. laiwωwnsis (1'¥) : 1982 il~ 4月交配， 1984 iド4月探離で，市均Ilで守，樹

i露五は50'"'-'80cmであるO

P. th1mbergiix P. luch1wns-is (F1) : 1970主I~'1 J=l j寄目立て ;):!J段材;と!ノ

は胸高直後12.0cm，桜潟9.01111こ育っている。

られ，火きい個体

以上の各積はヨ浜鍛験士山{こ生7ぎしている P.mcl' 1cusi i 7i?除いて， すべてよJ2li出i試験地{こ生

しているものである。
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調査方法

マツパノタマパエの加響調査では，前盟関識に，針葉lζ!主観が形成会れているか苔かを，被磐

判定の器準とした。虫棋の有無は， iJ官報3)以後，観察を続けたが， とく lζ1986年10月下旬には，

虫機が形成会れている紐の各新梢ととの被欝針葉率を求め，さらに， ~!lli被鴇針瀦と虫蝦形成針擦

の議会および虫績の大きさ(短鐙，ま芸能，長さ〉を測定した。測定後，虫拡lを劉り，マツバノタ

マパエの幼虫数号制悲した。

結果および考察

マツバノタマパヱの虫壌が確認されたマツ縄は紫-1のように 16租と 5Fl雑醗である。虫棋

が確認された極でも， 1綴体によって無被惑のものもあり， 1蜜内においても，イ関係;によりマツバノ

Table 1. Pine spceIes infested with Thecodiplosis 
japonensis and th告白書recof its damages. 

]ヲinespeeies DaII1a5g6B) *Investigated 
(%) Site 

1. P. resino8a 。""+ K-N 

2. P.nigl'a 5""10 K-N 

3. P.mugo 。"'"'+ K-F 

1. P. pina8ter 0""十 K-N 

5. P. sylvestris 。"'"'+ K-F 

6. P. densiflora 2""10 K-F 

7. P. thunbergii 1"-'10 K-li' 

8. P. massoni，畠持品 10"-'25 K-F 

9. P. taiωane叫sis 5"'"'15 K-F 

10. P.luch叫ensis 20 K-F 

ll. P.h也la叫gshanensis +--25 K-F 
12. P. tabulaeformis 5"'"'10 K-F 

13. P.y叫骨11品nesis 8 K-N 

11. P. khasya 十--5 S-F 

15. P.骨wrlc叫sii 十 S-F 

16. P.I'adiai日 。~十 K-N 

17. P. thj~nb. X P. masso. Fl 25"'"'35 K-F 

18. P. th官時b.X P. taiwι?I.Fl 。""12 K-N 

19. P. th叫nb.X P.l叫ch叫.Fl 十""2 K-F 

20'. P. th時叫b.X P. tabulae. Fl 10""35 K-N 

21. P. thunb. X P. khasya Fl 30""80 K-N 

タマパエに抵抗性，感受性に濯いが

あるようである。 、十'記~・1:示し

たものは，十分に時閣をかけて，や

っと 1'"'-'数個の出離ぞ確認したもの

である。 1986年の翻3まからは，マツ

バノタマパスによる被磐は 1975'"'-' 

1977却の翻査により，やや軽減して

いる傾向にある。

虫説jが形成された鶴の概袈は次の

ようであった。

P. resi匁osa:北アメワカ東部地域

原躍でありながら本額は上賀茂誠験

地において，生育は非常に磁い。苗

刺でかろうじて生育を続け，樹高約

1mの3個体のうち 1偶体lζ虫懇が

められたo

P. nigra :激しい被諜は認められ

ないが，各{間体~r.t;tSJZ均して虫艇が

認められた。

P. mU(jo : 1986年には虫疲は認、め

られず， 1985正予に 6イ間体の見本樹

のなかの 1側休に虫棋が形成されて

いた。
*; Pere官ntageof infested needles to thc total needl号S
K-N; Kamigamo・NUl'sery，K-F; Kamigm耳0・Field，
S-F ; Shirahama.Field 

P. pinaster :商畑に前回調査以後

捕えられた12仰i休のうち 311自体に虫
療が認められただけで，丸木林， Z起

験林の多数からは全く虫棋は認められなかった。出場jが7r~JJX;された 3 個体の無被諒針誕の長主が，

73""138rn聞で，P. pinaster本来の針葉髭 (51!:均のま還さ226mrnで200rnrn.J:り:民いものが多い5))より

鋭く，おnかった。
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P. syl世est1'is:見本林15倒休のうちの2綿休[こ虫J裂がi認められた。

P. densiflo1'aと P.tli問先be1'gii:見本林，災験林においては前闘のilIld査と大経はなかったo P. 

densiflo1'日より P.thtmbe1'gii (こ被認が自説つ傾向がある。

P. massoη{ωw: 他閣に比べて最も被容が閤立った。多1・誕のr.1~間にも比較的多く出掛が形成会

れていた。

P. taiω側側sis: 見本林の各イI~I体に虫艇が認められた。

P. luchuensis : 見本林に生育している 1 倒体に虫艇は目立った。上到~誠験地では， 本態の

主主予ぎはjゑくない。

P. hw品ngsh品nensis:新しくE1it輔が線認された積で憾栽 18個体のうちの 1倒体に形成された

E弘法iがとくには立った。

P. tabtuaefonnis : P. tlw，nbergiiと大2去のない被宿舎うけていた。

P. y抑包削1
説漉5が槌S つて股|日開j万封i詰3付すす噌るが，jjJjj者・ともに虫~が形成されていた。

P. khasya:本穏は上紫斑試験地では冬の低組のために， 野外では 1苛たない。 I~I浜誠験地の見

本樹として植えられている樹高約 1mの幼齢木で虫4忠告確認した。*簡の針猿は 3針議でi却損奇

形成している。

P. merkusii: :本種も前駆i司様に上賀茂試験地の野外では主主腎不能で， 白浜試験地に 1側体育

っているものに， 1986年はじめて虫蝶在確認した。しかし E以畿は91f・楽器活151ζ形成されずに，針

葉の中間lと作られ，わずかに2例だけであった。

P. J'adiat品:前聞の調査で291j法印こ形成された虫機密確認したが， 今[oJは， E吉川に植えられた
まま大きくなった捌休(胸高密接 10cm，樹潟G.5m)で， 1985:11ミに 3(&1・~(ζ出艇を認めた。本績

も1例だけで， 1986年には虫奇襲は認められなかった。

P. th1tnbc1'giixP. massoniana (Fj) 前闘の訓i査でとくに激しい被審制艇認したが，今i滋も被

目立った。雄性親lとみられた針強中間に形成されたと伝議も多数みられた。

P. thimbergiix P. taiw側 ensis(Fj) 木服は米だ幼齢で，前期で宵'!:Er.j:tのため無被詩側{本も認

められたが， i1IWl:親の感受性から，今後はさらl乙被害が士宮山|ずる可能性がある。
P. th1ωbcrgii x P. luchue悦sis(.B¥) :前邸調査からもれたが，オ>:F1雑瀦の被容はil創設であるo

P. thunbel'giix P. ta加laefo1'?nis(F 1) 本搬の被認も自立工つ方である。 P.thu犯bergiiよりも

感受性と思われる。

P. tlw，況bergiix P. khasya (Fj) :本語TIの被害が今i設|の調査では設も激しかった。 %fl積であるた

めに， 2 (&1'誕と 3(&[.当初f出現するめが，問者ーともに出場が形成されていた。

以上のように前報3) Iこ加えて， 新しくマツ踏41惑と 4Fl縦揺H乙， マツバノタマパょにの方11容が

確認窓れた。 3額と 4F1雑草fiは，情報では米純資額であったo P. pi叩 stel' は，前報では加絡が

確認できなかったが，今岡新しくとな惑が形成されていた。その他無被認各fill(ま，今回も前報開織
に，マツバノタマパエの虫棋は認められなかった(前報談-23)参矧) 0 

なお，P. co'ulteriについて，前報においても椋の判定に疑問をおしているが3) その後の調査

(球来の比較など)により， ζの被響額が P.coulte1'iではないと判断怠れたので， P. coulteri 

lζ対するマツパノタマパエの加擦のJ務総ぞ取消し，訂正数します。

Critehfield & Little)のマツj潟の分鎖に，今IBl倣:認されたマツパノタマパょこの方11密閉をあては

めると，P. radi日仰を除いて{むのすべての極が151lE節に分けられているうちの Sylvestrω 服部

に合まれ，虫j塑が線認できなかった谷閣は Sylvestl'es耳目i'iii以外の令部節に合まれた(諜… 2)。
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'l'able 2. 'fJlC classification o.E genus pinus and tho infestation with 'l.'hecodiplosis japonensis 

S証bge担us， Section， Sub日ection， Sspccies 

Ducall1popinus 

I--Ducampopi附 s--K1'o叫.lfiani--P. krernpfii 

，--Strol川

Strobus一一叫}

，-P.komiensis* 
I…Cembl'llc --1 

白一一一-白m一一‘句叩…-罰'白-

一P.stれf吋ltsげホ
I P.flexilis耳、

l-Strobi P.p仰が

I-Cem broides 

i P.dalιtensis 

-P.fenzeUa叩

，-P.cernbroides 

P.]J叫mila

P.albicaulis 

P.siou'ic日

P.monticola* P.lambel'tial1a 

P.stl'oMformis* P.ayacahuite* 

P.a門nandi* P.gl'iffithii* 

P.pω"viflor時* P.morri80咋icola諾

P.1iJ品叫9ii

P.ed叫lis P.q私自d?'ifolia

Parryaーペ
P.nwnophylla 

I-P.pice脚品

P.c叫lminicol日 P.m品ximart似ezii

P.nelsonii 

Pil1uS 

i G別出乱l1ae--P.g例州側
!…Balfouria担ae--P.balfom・ian
i…l:'ciophy llae --P .leiophyllが

--TernatωCa担al'ICl1Sω 一-P.ca?附加凶s
I-Pineae 一一切P.pine晶*

P.bungeana* 

P.aristata 
P.l叫mholtzii

P.l・oxbUl'ghii

r-P.l'esinosa P.tl'opicalis P.nigl'α(P.lal'icio) 

! P.held?'cichii P.mllgo P.pinustel' 

P.halep四 sis* P.bruiia P.slllvestl'is 

-Sylvestres --1 P.densiflol'U P. thllnbel'gianu (P. tllllnbel'uii) 
P.massonianu P. tuiwαnensis P.luchuensis 

I P.hwangshunensisP. tahulaefol'misP.lIunnαnensis 
I_P. insula ris(P.khaSlIa) P.mel'kusii 

…P.p仇 S附 P.ta耐 P.echinata*

I P.glabra P.rigid品* P.serotin品
! Australes --1 

I P少.p也7叫Ige骨8が持* P.elli必'ottiμi* Pロ.cω‘イt必b叫6晶

P出in日ωs一引! 一什Pヘ切.0ωccid伽仰州t仙品ω凶ωlμ陥{ぬs Pλ.ω州 6側?
( ペpμ0叫吋仰州dω伽6ω?附 Pハ官la伽 ωM附{“s 川 J?'eyi*

P.engelrnannii'ド P.d1<mngensis* P.cooperi 

Pondel'osae--' P.rnontezumae* P.hal.tωegii* P. rnicho日cana*

p.pscudostl'ob叫げP.douglasiana P.ieocote 

'-P.la1iJsonが

Sabillial1ae --P.sabiniana P.coultB1'i 

，-P.ban1csiana* P.conto1'ia* 
COl1tOl'tae-一ー j

'-P.cla叫sa*

i…P.I'αd ia ta P.atte制。ta

i-OOBal-pao---i p.pMtttd‘ P.greggii* 

… P.]JI'inglei 

P.t01'1'cyan日

P.virgini側 ι*

P.l見141・icata永

P .oocal']Ja* 

(ClU'l'CHFIELD & LI'f'l'Ll~) 

Gothic: gall formea specics， *: no gall formed specics・

i母様lζ，Shaw7J や石~J:I:8) による分類では Lariciones 服部にマツバノタマパエの加容却が合まれ

た。マツバノタマパエが寄生し，虫叫がJI~J点容れる間が分2Jîl~~金上のーグノレ…プの組と…致すると

いう5iWìt~Iこ9冬I月とある司王ヨミが明らかになった。
Sylvestl'es 1l1i節{こ含まれていながら/1佐一例外としてマツバノタマパエの虫槻令布告認でき々かっ
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た P.halepensisは， j二賀茂試験地では生育不良で，ただ1僻{本が生き残っているだけでめるo

P. sylvestrisゃ P.pinωterで， 多くの倒体の中の数制体にのみE長療が線認された ζ とは，

P. halepensぬも今後多数の側休.a育てられれば， その rj:1 から被.æうける 1[~1体があらわれる

能性はある。

マツバノタマパエの被認をうける Sylvestl'esTI五節に合まれる穂でも，P. massonia仰のよう

に激しい感受性を訳す紐から P.sylvestrisゃ P.pinωtcrのように，被擦をうけ難い:fillまで，

マツj認のマツバノタマパエに対する磁受性に強弱があることが切らかになった。

2. マツパノタマパエの虫艇が形成された針裂の大き 3

マツバノタマパニLの羽化開始は，京都で

は5}~5いから 6 月初めで，針擦の{ijl:箆初期

にあたり 9，10) 6月中旬11:1立地感j出ζ逃する。

誕鞘から 5m割以上{1Mえした践卵対象となる

クロマツ針猿は，この時j切にはすでに，50%

を結えている。 2持続3からわずかにのぞいた

煩い剣慌に産卵注れ，幼虫はF際化後，議鞘

内の針楽器汚:rsまで移動し，そこに虫捜が形
成されるのが?誌である。幼虫が針議器部;t

で移動しなかったのか， mHiI1が比較的伸長
しt::.iIlH長で，法認ISまで移動できなかったの
か不明であるが，員~1i'!特 113 の~.諜法務[Sではな

く， iIl!-誕の':I::r閲に王伝説lが形成されている針
梁がみられた。本部l議では，P. massonia仰

の被鴇針誌でその 40%もみられ，P. th似ト
bet'{jii x P. massonia冗:a(F1)で265万，P. 

p初日ste~' で28%， P.抑制側ensisの3長1・誕

で20%と他砲に比べてゆ間に虫:鹿奇形成し

j工会!虫5が悶11:った。 P.resiηosa， P. ni{jra， 
P. mU{jo， P. syl世estris，P. taiwanensis， 

P. luchuensis， P.抑制l側 ensZ8の2針策で
は，話II娯おれたすべての被縫針鍛の擦翰

内に!お閣が形成怠れていたが，その他の;随

およびれ綾部では， 'I=I[滋に!長級が形成さ

れている針~~が 1""'-'2 例餓娯された。 P.

me1'kusiiでは， みつかった被脅針お2例

ともに中間のものであった。

マツ腕の長1-誕は，伸長rl:11こ産卵され， m
j裂が形成おれるため，イrli:誌が86常となり，
正常なものに比べて，マツバノタマパエ被

~'fíÍlf・3誌は知くなっている。 i部-11ζ ， P. 
tliιunbe?'{j仏 P.massoniωtaおよび間表rrの

れ雑草TIの針葉の長さの額成分布岳部した。

被鴇針葉は 3]1.iおして，P. thunbe?'{jiiで
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は正常設5の民主の38%，P. massonianaで37%(器部出議7r~成)， 57 % (1+' nlH EÈ1.~lUl形成)， Fl雑
極でそれぞれ33%，56%であった。針鍛説者誌にj却裂が形成された針誕は，正常の40%も伸長して

いないo rl~閣に虫艇が形成された針葉でも，平均して正常針誕の60% も伸長していない。マツ腐

針誕の生銭点が針誕法務15にあるために，そこにj長惑が形成された針誕の{r[1長組長与はml)Jj!(，できる。

!やi潤lζ虫艇が作られた場合も，針誕の{rjl1廷に警察ぞ与えている ζ とが紛らかになった。その他の

趨の被害針擦もその長さで，関-1にみられたと同じような関採がみられた。正常な針誕の長さ

と金十議器部の虫桜形成針誕の長さぞ対比させたのが関…2である。

100 
(%) 

B/A 

50 

G 

③ 

中

③ 

50 

〔の

⑥ 
の ⑬ 

(7) 
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多[.誕が短い P.sy~世estris ゃ P. mugoでは，被縫針濃のj認さは正常針踏の70%を越え隠立たな

かったが，針誕の長い額ほど被議針擦と:正常諜との笈が大きく図説つようになるoi設も被擦針-躍
が正常誕l乙比べて短かったものは P.luch抑制伐の1985年の被簿傘i・2誌で，P. yunn側 ensis2針濃

の被鐸針擦とともに，正常務の 30% も伸長していない。れ雑額各穏では，被議針~I立正常誕の

約40%で，とのように正常針策の:良さの 1/2も停びない針3裂は褐変しなくてもよく目立っている。

図-2の各上i眼，下l設は制定された被捜索i・2誌の議長，議慨を正常濃の平均:長と比較したものであ
る。 P.nig7・aゃ P.sylvestrぬでは，被鐸針璃でも正常梨とほとんど見分けがつかないほど抑鈍

しているものもあり，反面，P. th間 bergii，P. ltwhuensis， P.抑制側ensis2針誕，P. tkunbel'gii 

x P. massoniana (F1) では，正常針・擦と比べて 1/5も伸長していない非常に短い被鴇針事:ミもみら

れた。マツパノタマパニ立が寄・5往し，多|引窓器脅15の諜楠内 lζ出掛が形成された被:者針~の多くは，正

常なものに比べて， 1/2または以下の.E設さにしか伸長しないことが明らかになった。

3. マツバノタマパエの虫1邸内幼虫数

マツパノタマパスの幼虫の虫機内における生活については的根1llの報告がみられ，本翻査の10

月下旬には，幼虫はすでに 3齢に発育している。

l長線あたりの幼虫数の出現頻度は悶-3のようになる。れ雑1濃毎除く， 13~濃の良雄1あたりの

平均幼虫数は3.0----6.8謝 5Fl雑穏では3.4"'9.8顕となった。曽根!l)の 6年間のクロマツの翻
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1tで3.5'"'-'5.0誠，小閉・岩崎12)がアカマツで4.5躍{，永井13)が4.9蕗i， 禽永・宙開14)がアカマツで

2.4頭， Park al1d Hyunl5)がアカマツで 4.3'"'-'4.6践と報告し，被害樹1震が異なってもそれ経大
きな巡いはなさそうである。しかし，P. thunbergiix P. 1chasy品 (F1)刻!?紐の 2針梨に形成された

虫艇の幼虫数の平均は 9.8頭で， これまでの測定鍛と比べて飛び離れて大きな数となった。小
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i沼・岩崎12)が虫桜内最多 20諒i，段根11)が27顕の幼虫ら数えているが，本側査のクロマツ，アカ

マツではこのように多数生息している虫般はみられなかった。 P.thωlbC1'giix P. khasya (F¥)雑

醸の 2針誕の虫艇の 25磁が最多で，閥抗雑種3針挺が 21顕でついで多かった。その他の額で

は11"'-'15顕のものが多かった。 ζのように多数の幼虫が生息している虫艇はすくなく，本翻査で

は， P. hwangshanωsis， P. thuηbe1'gii x P. khasya (li，!)雑種の 2針艇では，比較的多かったが，

地槌では 6"-'7鰐以上の虫艇で，幼虫数は 6頭以下であった。

針~のドf:t聞に作られた虫組内の幼虫数は ， P. massonia加で，平均して 3， 7 斑~， p， thunbel'gii 

x P. massonia作品。1)で3.9顕，P. pinastel' で3.8l1Ji，最大{績も 2それぞれ7揃， 91出 8頭で，

いずれも針誕器部lζ作られた虫艇の組よりすくなし、。他;簡の場合も，同様に生息幼虫はすくない。

マツパノタマパエの本来の加擦である濃紺内虫雛形成と比べて，諜鞘に保護されていない部分で

加饗する ζ とのきびしさが措測される。

4. マツバノタマパエが寄生した虫組の大きさ

虫機内lζ生息、する幼虫数lζ大きな変動がみられることは，幼虫が息している虫搬の大きさ，

PE総裁にがあるのはさ当然であろう。段線11)は3齢幼虫で，その体長;ζ約2{奇の設を認めている

が，幼虫数の変動はIまるかlこ大きく，大きい虫離には多数の幼虫が生息している場合が多い。虫

蝶の長経，知:楼，長さを測定することによって， その瞭でt虫以紘鍛{の大大‘きさを代我さゼせ.る ζ ととし，

ノギギ、スをj用時いでO仏.1mm悶で

大きいE虫t包」ミぷ4ぷ;蝦嬰lにζlはま幼L虫久が多く E強住i忠段忠、している{額填向は明らかlにζ認められるo

P. th1ωbel'giiと P.densiflor・8 では， 非常に似た}~誌のバラツキで 1 顕の幼虫の占める虫蝶
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の~関はほぼ等しいと寺号えられ， ちなみに，幼虫1閣あたりの平均虫掛休税金求めると P.
Ihtmbel'giiで3.5盟m3，P. de何sifloraで2.怖がとなった。この間摺はマツバノタマパょにに対して似

た様な反応を示していることがわかる。

P. l'esinosa， P. syl世estris，P. massoniana， P. taiwanensis， P. labtuaef01・nis，P. pi匁aste1'，

P. hwan{]shanensis， P. Y1l1~nanensis， P. khasyaなどの外悶謹マツでは，幼虫1顕あたりの平均

虫媒体114は5蜘 Sより大きい。とくに P.yt仰nanens~s では，出掛が他都と比べて大きいが，その

大きさの翻りには生，臨幼虫数が悶立つですくない。幼虫1顕あたりの平均虫掛体積は 2針諜で

6.2mm3， 3 i¥tl・誕で 10.8mm3となった。 P.ltwhuensisは関内陸府組と似たような虫般を形成してい

る。

P. thunber・{]iiと交記して持られた各1<'1 ~g織では， m離の大きさと幼虫数の関係は，地位親

の{国向より， 雌性親のそれに{聞き， 間親の中間奇示している。とくに P.ihunbe7'{]ii x P. mas網

80処勿仰(れ〉で、は，雌性親の{頃向とよく似ている。

外国産マツ腐を加容するマツパノタマパヱは，内閣産マツの場合lζ比べて，比較的大きい虫蝦

を作る ζとがi珂らかになった。
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あとがき

マツ腐各槌!こ対するマツバノタマパエによる被替調査の結果，虫艇が形成される醗が，分類学

上のグループと…致ずる ζ とを明らかにすることができた。 ζのグループに屑ずる

いては， とくに今後注意奇払う必裂がある。 P.thunbel'gii ~ JlfíÊ~:綴とした 5 F1雑磁については，

P. mas80ni仰向 P.tab1Uaefonnis， P. khasyaとの交配雑離で，とくに肉親より激しく被容伝う

ける傾向がみられた ζとは，今後の ζれら Fl雑植の利用にI*Jして情;留しなければならないであ

ろう o
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Resume 

'l'he' attacks of J upal1ese pil1e l1eddle g-ull midg-e， 'l'hecodiplosis japo党側sisUchida et Il1ouye， 
upon the cxotic pil1cS had been observed at the two Bxpcril11cntul Statiol1s of Kyoto Ul1ivcr-

sity， Kal11ig'ul11o in Kyoto prefecture und Shir叫lUl11ain Waku)叩 naprefccturc il1 1985 al1d 
1086. 

The rcsults obtained frol11 this il1vcstigations wcre as follows: 

1. Sixteen pine species und five Fl hybrids wero infested with the lurvae of pine needle 

g'ull l11idg-e. The developl11ent of g白allswere observed l110stly Il1 the bottol11 of needle covered 

with the leaf sheuth， only a few in the l11iddle purt of the needle. 



28 

2. All g'ull huc1 been fOl'lI1ed in both of the binate nnc1 the tel'nute neec11es in a fasicle of: 

susceptible pines to this gaIl lI1ic1ge. 

3. 'rhl'ee Fl hybl'ic1s of P. tk悦匁bergiix P. massoηぬnaFl， P. ilw匁bel'giix P. tablllaefm'mis 
Fl anc1 P. tlwnbergii x P. khasya Fl hac1 been infestec1 severely with this pest as eompared 

with these pal'ents. 

4. Fifteell pines except P. radiata infested with this gall midge have beell clnssified Into 

subsection“Sylvestl'es" by Critchfield & Little. 

5. 1'11むIengthof gall fOl'J1led lleedle was shorter than that oI the nOl'mal ncedle in 1111 

dllll1agcd pincs. Thllt is， its length showed froll1 30% to 70% IlS eompa1'ed with JlOl・mlll
needle lellgth and there were obsel'ved many gall forll1cd needle il1 35'"'-'4.5% to thc nOl'mal. 

6. 'l'h巴numb邑rof larvae was in maxiおmum25 in乱g乱IIof the b】im乱tten日edleof P. th印T旬'J，~匁lbergiμ{ 

x P. "仙'chωU仰品 IれF九1hy凶b1'凡児川l'吋'サid.In札w判e1'悶Ilg刈 the 1乱似l'va印号 pel' a g'all were 3.5"'" 4..5 01' m11n，)' pilJes 

gcncl'all，)' . 

7. It scem ecl th乱tthe l1umbel' of lar・vaebecamc 1l101'e numel'OUS in propol'tioll to the volum日

of gall. 
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